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自
由
権
規
約
は
七
九
年
に
批
准
し
て
早
や
一
八
年
を
経
過
す
る

が
、
わ
が
政
府
が
本
規
約
四
一
条
の
国
家
通
報
制
度
お
よ
び
第
一

選
択
議
定
書
に
未
だ
応
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
規
約
に
基
づ

く
政
府
の
定
期
報
告
は
条
約
内
容
の
実
効
化
に
唯
一
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
社
会
権
規
約
委
員
会

列
と
表
面
的
な
解
説
に
終
始
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
報
告
書
審
査

に
向
け
ら
れ
る
情
報
提
供
と
し
て
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
九
○
年
代
後
半
の
世
紀
末
に
あ
っ
て
、
ま
た
一
一

一
世
紀
の
「
人
権
の
世
紀
」
に
向
け
て
国
際
的
地
位
を
高
め
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
の
現
状
に
し
て
は
、
控
え
目
で
守

勢
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

様
々
な
各
個
別
問
題
に
つ
い
て
も
、
国
側
の
問
題
解
決
へ
の
課

題
意
識
に
鮮
明
を
欠
き
、
政
策
、
方
針
の
提
示
に
も
具
体
性
が
乏

し
い
。
タ
テ
社
会
と
伝
統
の
束
縛
、
異
質
な
も
の
の
排
除
、
多
様

性
尊
重
の
価
値
観
の
欠
落
と
い
っ
た
長
い
間
培
っ
て
き
た
曰
本
社

会
の
諸
々
の
特
徴
が
人
権
状
況
に
も
大
き
な
暗
点
を
残
し
て
い
る

背
景
に
意
を
留
め
な
い
と
、
報
告
と
し
て
前
向
き
の
評
価
は
得
ら

れ
な
い
。
こ
の
際
、
当
該
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
協
力
関
係
の
重
要
性
を

改
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

特
集
国
際
人
権
規
約
第
４
回
政
府
報
告
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
ー
ト

本
稿
は
国
際
人
権
自
由
権
規
約
（
以
下
、
自
由
権
規
約
と
い
う
）

第
四
条
一
⑪
に
基
づ
い
て
、
曰
本
政
府
が
去
る
一
九
九
七
年
六
月

一
六
曰
に
国
連
規
約
人
権
委
員
会
に
提
出
し
た
第
四
回
定
期
報
告

書
に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
作
業
の
一
環
と
し

て
批
判
的
検
討
を
行
う
た
め
に
書
か
れ
た
総
論
的
部
分
に
属
す

る
。
本
稿
を
含
め
て
以
下
の
各
論
的
論
稿
は
、
一
体
と
し
て
、
「
第

四
回
政
府
報
告
は
曰
本
の
人
権
状
況
を
反
映
し
て
い
る
か
」
を
問

う
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
定
期
報
告
書
を
全
体
と
し
て
み
て
、
筆
者
は
、
第
一
に

人
権
規
約
の
地
位
と
わ
が
国
の
人
権
諸
条
約
の
締
結
状
況
第
二

に
人
権
擁
護
に
か
か
わ
る
国
内
の
法
的
整
備
の
課
題
第
三
に
各

個
別
問
題
に
つ
い
て
人
権
侵
害
の
法
状
況
の
特
徴
的
な
面
お
よ
び

序
論 総
論
に
つ
い
て

人
権
規
約
の
地
位
と
人
権
条
約
締
結
の
現
況

が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
に
関
す
る
政
府
報
告
も
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
保
護
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
ま
ず
も
っ
て
全
体
と
し
て
国
際
人
権
文
書
の
実
効
性
を
高
め
る

こ
と
が
前
提
と
な
る
。
個
人
通
報
を
認
め
た
人
権
の
基
本
文
書
で

あ
る
「
第
一
選
択
議
定
書
」
の
早
期
批
准
を
是
非
と
も
求
め
て
お

き
た
い
。
拷
問
等
禁
止
条
約
も
同
断
で
あ
る
。
ま
た
曰
本
の
裁
判

所
で
は
七
九
年
の
発
効
後
に
規
約
が
援
用
さ
れ
る
機
会
が
あ
る

が
、
内
外
人
の
人
権
を
強
化
す
る
方
向
で
の
自
由
権
規
約
の
適
用

は
芳
し
く
な
い
。
第
三
回
の
報
告
書
の
審
査
の
さ
い
、
規
約
の
解

釈
・
運
用
に
関
す
る
委
員
会
の
先
例
が
曰
本
の
裁
判
所
で
考
慮
さ

れ
て
い
な
い
と
す
る
強
い
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象

的
で
あ
る
。

併
せ
て
わ
が
国
は
、
九
六
年
一
月
一
四
曰
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

反
差
別
に
向
け
て
適
用
範
囲
（
間
口
）
の
広
い
条
約
で
知
ら
れ
る

「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
に
加
入
し
た
こ
と
で
、
わ
が
国
の
人
権

状
況
の
改
善
に
大
き
な
前
進
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
人
種

差
別
の
煽
動
等
を
犯
罪
と
し
て
法
律
に
よ
り
処
罰
す
る
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
第
四
条
③
⑥
項
は
周
知
の
よ
う
に
憲
法
一
二
条
の

一
一
一
一
口
論
の
自
由
の
保
障
と
の
関
係
で
留
保
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
だ
が
部
落
差
別
、
民
族
差
別
等
の
現
状
を
み
る
や
悪
質
な

差
別
煽
動
、
暴
力
、
入
居
や
雇
用
の
拒
否
等
、
啓
発
の
限
界
を
超

え
、
法
的
規
制
の
対
象
と
す
べ
き
重
大
な
人
権
侵
害
事
象
が
今
日

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
の
人
権
政
策
の
進
展
状
況
に
つ
い
て
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。

規
約
人
権
委
員
会
の
審
査
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
政
府
報
告
書

は
前
三
回
（
第
一
回
八
○
年
一
○
月
、
第
二
回
八
七
年
一
一
一
月
、

第
三
回
九
一
年
一
二
月
）
の
委
員
会
審
査
を
前
提
に
、
基
本
的
事

項
を
踏
襲
し
、
補
足
を
加
え
て
い
く
と
い
う
手
法
が
と
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
委
員
会
と
当
事
国
の
対
話
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

人
権
の
進
展
状
況
の
一
里
塚
が
定
期
的
に
浮
彫
り
さ
れ
る
こ
と
は

条
約
上
の
実
施
措
置
の
効
用
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
問
題
は
委

員
会
が
加
盟
国
の
遵
守
状
況
を
監
視
す
る
の
に
役
立
つ
よ
う
な
情

報
提
供
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
曰

本
に
お
け
る
差
別
と
人
権
侵
害
の
特
徴
的
な
状
況
の
伝
達
、
こ
れ

に
対
す
る
進
歩
と
障
害
の
改
善
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
、
そ
し
て
現
行

の
法
令
や
制
度
が
問
題
の
状
況
に
実
際
に
ど
う
機
能
し
て
い
る
か

を
重
視
し
た
記
述
が
求
め
ら
れ
る
が
、
政
府
報
告
は
法
制
度
の
羅

高
野
眞
澄



問
題
も
あ
る
。

こ
の
点
、
九
三
年
度
の
政
府
の
同
和
地
区
実
態
調
査
で
は
差
別

事
象
は
結
婚
、
就
職
、
学
校
生
活
の
ほ
か
職
場
の
つ
き
合
い
や
日

常
の
地
域
生
活
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
同
和
地
区
住
民
の
三

分
の
一
が
人
権
侵
害
を
受
け
、
そ
の
う
ち
法
務
省
、
法
務
局
ま
た

兀
は
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
た
人
は
わ
ず
か
○
・
六
％
で
、
役
所
、

しっ
警
察
を
含
め
て
公
的
機
関
は
ほ
と
ん
ど
当
て
に
さ
れ
て
い
な
い

｝
」

諭
（
「
黙
っ
て
我
慢
し
た
」
の
泣
き
寝
入
り
を
ト
ッ
プ
に
、
「
身
近
な

柵
人
に
相
談
」
「
相
手
に
抗
議
」
な
ど
の
私
的
解
決
に
委
ね
る
も
の
が

州
大
半
で
あ
る
）
。
そ
れ
で
も
、
第
一
一
一
回
の
政
府
報
告
で
は
現
行
の
人

疏
権
擁
護
制
度
が
人
権
の
保
護
と
促
進
の
た
め
に
「
最
善
の
も
の
」

｜
と
断
言
し
て
い
る
。

〃
九
六
年
一
一
一
月
、
一
三
九
国
会
で
成
立
を
み
た
「
人
権
擁
護
施

茄
策
推
進
法
」
は
国
内
人
権
機
関
の
設
立
に
向
け
た
国
連
の
最
近
の

雛
人
権
活
動
に
見
合
う
も
の
と
し
て
歓
迎
で
き
る
が
、
人
権
救
済
目

鮒
的
の
ゆ
え
に
他
の
行
政
機
関
か
ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会
な
い
し

回
審
査
会
と
し
て
、
差
別
の
被
害
者
が
身
近
に
利
用
で
き
、
利
用
の

４
 

第
門
が
叩
か
れ
た
と
き
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
人
権
救
済
機

鰄
関
の
設
置
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
国
と
国
民
、
国
民
（
私

蠣
人
）
相
互
間
の
社
会
的
差
別
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
い
し
苦
情
の

醜
処
理
を
所
掌
し
、
処
理
の
手
続
と
し
て
国
民
ま
た
は
地
域
住
民
の

代
表
の
自
覚
を
も
っ
た
人
権
（
差
別
）
オ
ン
プ
ズ
パ
ー
ソ
ン
か
ら

５
 

４ 

な
お
多
発
を
み
て
や
ま
な
い
。
差
別
落
書
き
事
件
も
、
同
和
対
策

の
成
果
が
目
に
つ
き
は
じ
め
る
七
○
年
代
中
頃
か
ら
地
域
や
教
育

現
場
で
発
見
さ
れ
、
か
つ
続
発
を
み
る
よ
う
に
な
り
、
八
○
年
代

に
入
る
と
「
殺
し
て
し
ま
え
」
な
ど
と
悪
質
化
の
方
向
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
、
九
○
年
代
の
今
曰
で
は
さ
ら
に
民
族
差
別
と
重
な
り

合
い
、
「
こ
こ
か
ら
朝
鮮
プ
ラ
ク
」
な
ど
と
家
の
壁
に
ス
プ
レ
ー
で

大
書
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
。
こ
う
し
た
事
態
か
ら
し
て
、

私
的
差
別
三
条
）
を
含
め
こ
れ
を
法
律
で
禁
止
し
、
違
反
者
に

対
す
る
是
正
勧
告
、
命
令
ま
た
は
罰
金
な
ど
の
行
政
的
制
裁
措
置

を
と
る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
本
条
約
の
定
め
る
差

別
煽
動
の
法
的
規
制
お
よ
び
私
的
差
別
の
撤
廃
措
置
が
差
別
被
害

の
保
護
救
済
（
六
条
）
の
前
提
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の

と
考
え
る
。

以
上
み
た
よ
う
に
、
人
権
諸
条
約
の
締
結
状
況
に
み
ら
れ
る
著

し
い
消
極
性
は
曰
本
の
国
際
的
地
位
か
ら
す
で
に
批
判
を
受
け
て

い
る
が
、
他
方
わ
が
国
が
規
約
の
締
約
国
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
の
間
国
内
の
有
力
な
民
間
人
権
団
体
か
ら
相
次
い
で
立

法
要
求
が
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
ア

イ
ヌ
新
法
」
（
八
四
年
五
月
）
、
「
部
落
解
放
基
本
法
」
（
八
五
年
五

月
）
、
「
在
曰
旧
植
民
地
出
身
者
に
対
す
る
戦
後
補
償
及
び
人
権
保

障
法
」
（
八
八
年
一
○
月
）
な
ど
の
反
差
別
人
権
法
の
制
定
要
求
が

こ
れ
で
、
こ
れ
ら
立
法
促
進
の
現
実
的
意
義
は
一
○
年
余
の
今
曰

日
本
国
憲
法
一
四
条
一
項
前
段
は
国
民
の
平
等
（
学
説
、
判
例

は
人
間
の
平
等
）
を
高
ら
か
に
誕
い
、
後
段
で
は
人
種
、
信
条
、

性
別
、
社
会
的
身
分
ま
た
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
ま

た
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
い
と
し
て
へ
部
落
差
別

と
い
わ
ず
、
広
く
社
会
的
身
分
等
を
理
由
と
す
る
一
切
の
差
別
を

な
る
人
権
委
員
会
を
特
設
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

右
に
み
た
推
進
法
は
人
権
擁
護
に
か
か
わ
る
法
的
整
備
を
課
題

と
す
る
立
法
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
法
律
は
あ
く
ま
で
啓
発
と
被

害
の
救
済
を
主
な
対
象
に
検
討
を
行
う
国
の
審
議
機
関
を
設
置
す

る
こ
と
に
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
理
念
、
指
針
の
下
に
い
か
な
る
中

身
の
も
の
を
作
り
あ
げ
る
か
は
も
っ
ぱ
ら
委
員
会
が
二
年
な
い
し

五
年
後
に
出
す
「
答
申
」
等
に
委
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
推
進
法

自
体
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
啓
発
と
救
済
の
射
程
を
、
部
落
差

別
に
限
ら
ず
、
広
く
社
会
的
身
分
、
門
地
、
人
種
、
信
条
、
性
別

に
よ
る
不
当
な
差
別
等
に
広
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
法
の
ス
タ

ー
ト
を
契
機
に
人
類
と
人
権
の
視
点
で
憲
法
と
国
際
人
権
法
の
理

念
を
配
慮
す
る
政
策
立
法
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
窓
口
と
適
切

な
処
理
方
法
に
よ
っ
て
対
処
で
き
る
国
内
人
権
機
関
の
整
備
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

益
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
新
法
は
最
近
成
立
し
た
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
十
分
な
内
容
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
れ
ら
の
も

の
が
わ
が
国
の
人
権
立
法
と
し
て
陽
の
目
を
み
る
た
め
に
は
、
曰

本
国
憲
法
や
前
示
人
権
諸
条
約
の
理
念
を
具
体
化
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
で
開
放
的
な
人
権
政
策
の
国
内
的
取
り
組
み
が
先
行
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
部
落
差
別
や
民
族
差
別
等
に
基
づ
く
人
権
侵
害
事

件
の
多
発
と
事
件
内
容
の
複
雑
・
困
難
化
に
直
面
し
て
、
現
行
の

司
法
制
度
を
は
じ
め
人
権
擁
護
シ
ス
テ
ム
の
限
界
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
｜
般
の
法
的
紛
争
と
異
な
り
、
人
権
侵
害
の
被
害
者

た
ち
に
人
権
擁
護
の
視
点
に
立
っ
た
よ
り
迅
速
で
適
切
な
救
済
手

段
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。
現
行
制
度
で
は

国
・
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
、
民
間
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー
の
人
権
擁

護
委
員
が
人
権
侵
犯
事
件
を
調
査
処
理
し
て
い
る
が
、
被
害
者
の

申
告
に
始
ま
り
、
関
係
者
の
任
意
な
協
力
、
事
実
の
調
査
説
示
と

い
っ
た
事
後
処
分
的
な
調
停
機
能
が
中
心
で
、
人
権
侵
害
が
確
認

さ
れ
て
も
勧
告
・
意
見
発
表
に
と
ど
ま
り
、
法
的
強
制
力
を
欠
如

し
、
機
能
の
不
全
な
り
解
決
に
至
ら
な
い
こ
と
が
多
方
面
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
人
権
擁
護
委
員
の
名
誉
職
的
性
格
や
高
齢
化
の

三
各
個
別
問
題
が
直
面
す
る
法
状
況

一
一
人
権
擁
護
に
か
か
わ
る
法
的
整
備
の
課
題



厳
し
い
格
差
が
あ
り
、
改
善
が
求
め
ら
れ
る
生
活
実
態
は
少
な
く

な
い
。
そ
の
他
、
①
前
述
の
よ
う
に
部
落
の
居
住
者
の
三
分
の
一

に
被
差
別
体
験
が
あ
り
、
そ
れ
が
今
曰
で
は
地
域
や
職
場
で
の
付

き
合
い
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
差
別
事
件
の
抑
制
・

防
止
策
、
②
差
別
意
識
の
解
消
に
向
け
た
人
権
教
育
や
啓
発
活
動
、

ｒ
③
人
権
侵
害
の
被
害
の
救
済
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
全
体
と
し
て
人
権

しっ
の
啓
発
、
規
制
、
救
済
の
諸
施
策
を
フ
ォ
ロ
ー
す
べ
き
重
い
課
題

》
」

論
が
残
さ
れ
て
い
る
。

柵
こ
の
意
味
で
、
現
在
は
同
和
行
政
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
わ

４
け
で
右
に
あ
げ
た
諸
課
題
の
追
求
は
「
人
権
問
題
の
本
質
」
に

耐
立
ち
返
っ
て
差
別
意
識
解
消
に
向
け
た
啓
発
と
人
権
侵
害
行
為
の

一
規
制
・
救
済
を
国
の
責
務
と
し
て
表
舞
台
に
の
せ
る
新
規
の
個
別

〃
立
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
六
五
年
の
答
申
の

肋
い
う
実
態
的
・
心
理
的
差
別
の
解
消
の
た
め
の
総
合
的
・
抜
本
的

雛
人
権
立
法
と
し
て
「
部
落
解
放
基
本
法
」
（
案
）
が
提
起
さ
れ
て
い

鮒
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

回
「
部
落
解
放
基
本
法
」
そ
の
も
の
は
未
だ
成
立
を
み
て
い
な
い

４
 

第
が
、
憲
法
五
○
年
を
経
た
先
の
第
一
一
一
一
九
国
会
に
お
い
て
「
人
権

鋤
擁
護
施
策
推
進
法
」
が
成
立
し
た
・
本
法
律
は
九
七
年
三
月
か
ら

雌
施
行
さ
れ
、
人
権
の
教
育
・
啓
発
、
被
害
者
の
救
済
に
関
す
る
施

鴎
策
を
国
の
責
務
と
定
め
、
こ
れ
を
調
査
審
議
す
る
人
権
擁
護
推
進

審
議
会
が
す
で
に
発
足
し
て
い
る
が
、
今
回
の
政
府
報
告
書
で
は

７
 

明
文
で
禁
止
し
て
い
る
。
憲
法
一
四
条
の
精
神
を
具
体
化
す
る
立

法
は
憲
法
制
定
の
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
具
体
的
法

規
は
実
現
を
み
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
漸
く
最
近
、

人
権
政
策
に
新
た
な
変
化
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
以
下
、
個
別
問
題
ご
と
に
重
要
課
題
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

問
題
の
所
在
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

久
し
く
同
化
立
法
と
し
て
機
能
し
て
き
た
「
北
海
道
旧
土
人
保

護
法
」
（
一
八
九
九
年
）
に
代
え
て
、
一
九
九
七
年
五
月
八
曰
、
「
ア

イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普

及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
た
。
従
来
の
単
一
民
族

国
家
観
か
ら
脱
却
し
て
成
立
し
た
本
法
に
賛
意
を
表
し
た
い
が
、

本
法
の
施
策
推
進
は
「
文
化
の
振
興
」
で
括
ら
れ
、
同
民
族
の
先

住
性
や
差
別
撤
廃
策
は
盛
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
求
め

て
き
た
「
ア
イ
ヌ
新
法
」
に
は
ほ
ど
遠
い
。
た
だ
、
先
住
性
に
つ

い
て
は
衆
参
両
院
の
付
帯
決
議
に
お
い
て
「
歴
史
的
事
実
」
と
明

に
益
た
に

記
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
先
立
つ
「
一
一
風
谷
ダ
ム
訴
訟
」
札
幌
地
裁

判
決
で
は
こ
れ
を
是
認
す
る
判
断
を
下
し
て
い
る
二
九
九
七
年

三
月
一
一
七
日
）
。
特
に
後
者
の
司
法
判
断
は
ア
イ
ヌ
の
先
住
性
を
無

視
し
た
こ
れ
ま
で
の
国
の
少
数
民
族
政
策
を
批
判
す
る
も
の
で
あ

り
、
規
約
二
七
条
の
少
数
民
族
の
権
利
が
先
住
民
族
の
権
利
保
障

(1) 

ア
イ
ヌ
差
別

に
も
及
ぶ
と
し
て
一
歩
踏
み
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
、
「
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
」
の
軌
道
修
正
を
い
か

に
図
っ
て
い
く
か
、
ま
た
ア
イ
ヌ
の
法
政
策
的
根
拠
を
規
約
二
七

条
に
依
拠
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
の
適
否
な
い
し
当
否
を
考
え
る

と
、
ア
イ
ヌ
に
対
す
る
差
別
偏
見
の
解
消
を
含
む
国
の
人
権
政
策

の
実
質
的
展
開
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

③
在
日
外
国
人
等
の
差
別

永
住
、
特
別
永
住
外
国
人
に
対
し
て
指
紋
押
捺
を
廃
止
す
る
外

登
法
改
正
、
外
登
証
常
時
携
帯
制
度
の
見
直
し
や
Ｊ
Ｒ
通
学
定
期

の
差
別
是
正
等
に
進
展
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
が
、
在
曰
韓
国
・
朝

鮮
人
に
対
し
て
規
約
二
七
条
に
い
う
少
数
民
族
と
し
て
の
基
本
認

識
に
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
変
化
が
あ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。
少
数
民

族
の
諸
権
利
等
、
社
会
の
受
け
入
れ
体
制
に
は
依
然
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
民
間
の
賃
貸
住
宅
入
居
の
拒
否
、
雇
用
面
の
差
別
、
高

齢
者
等
の
無
年
金
状
態
、
児
童
生
徒
が
通
学
す
る
曰
本
学
校
に
お

い
て
民
族
名
で
就
学
で
き
な
い
現
状
、
外
国
人
人
権
教
育
の
欠
落
、

生
徒
の
進
路
に
関
す
る
差
別
、
朝
鮮
高
級
学
校
卒
業
生
の
国
立
大

学
受
験
資
格
の
排
斥
、
朝
鮮
学
校
の
税
制
面
で
の
特
恵
措
置
の
排

除
、
公
務
員
試
験
に
お
け
る
国
籍
条
項
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な

い
。
九
四
年
以
来
多
発
し
て
い
る
朝
鮮
人
女
生
徒
へ
の
暴
行
事
件

②
部
落
差
別

部
落
問
題
に
対
す
る
人
権
政
策
は
、
戦
後
六
五
年
八
月
の
「
同

和
対
策
審
議
会
」
の
答
申
を
契
機
に
、
こ
れ
を
う
け
た
六
九
年
の

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」
お
よ
び
そ
の
後
の
一
一
つ
の
特
別

措
置
法
を
通
じ
て
、
同
和
地
区
の
道
路
や
住
宅
等
環
境
改
善
が
進

め
ら
れ
て
漸
く
動
き
出
し
た
。
四
半
世
紀
を
超
え
る
こ
れ
ら
事
業

立
法
の
効
果
に
よ
り
被
差
別
部
落
と
部
落
外
一
般
の
生
活
実
態
の

ほ
ぼ
全
般
に
格
差
縮
小
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
物
的
ハ

たとみることはできない。そく
－
ド
面
の
格
差
縮
小
に
よ
っ
て
同
和
問
題
が
即
解
決
し
、
解
消
し

こ
の
点
は
九
三
年
の
同
和
地
区
実
態
把
握
等
調
査
報
告
が
明
ら

か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
等
教
育
卒
と
義
務

教
育
卒
や
所
得
階
層
相
互
間
の
著
し
い
両
極
分
化
と
い
っ
た
多
様

化
の
傾
向
、
母
子
父
子
世
帯
二
局
い
不
安
定
雇
用
、
生
活
保
護
率
、

非
課
税
世
帯
の
問
題
等
、
教
育
、
就
労
、
生
活
保
護
に
わ
た
っ
て

全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
世
紀
末
の
こ
の
時
点
に
お
い
て
、
本

法
は
憲
法
一
四
条
等
を
具
体
化
す
る
政
策
立
法
を
意
図
し
て
、

様
々
な
緊
要
の
人
権
問
題
に
対
処
す
る
国
の
姿
勢
を
と
も
か
く
も

前
景
に
打
ち
出
し
た
こ
と
で
、
下
か
ら
の
立
法
要
請
を
汲
み
あ
げ

た
限
り
で
評
価
に
値
し
よ
う
。
し
か
し
所
期
の
方
向
を
誤
る
と
、

被
差
別
民
衆
の
利
益
擁
護
か
ら
融
和
主
義
的
な
官
製
の
機
構
作
り

に
突
走
る
危
険
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。



９ 

賃
金
格
差
を
伴
う
昇
格
、
昇
進
差
別
が
い
ま
最
大
の
社
会
問
題

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
平
均
賃
金
は
男
女
間
で

六
～
八
割
の
差
が
あ
り
、
中
高
年
に
な
る
ほ
ど
差
は
広
が
っ
て
い

く
。
総
合
。
一
般
職
の
区
分
等
職
務
内
容
（
採
用
区
分
）
の
違
い

が
、
果
た
し
て
男
女
差
別
を
構
成
す
る
の
か
ど
う
か
が
、
法
廷
で

江
綱
引
き
が
行
わ
れ
て
い
る
（
賃
金
差
別
訴
訟
）
。

しっ
制
定
後
一
○
年
を
経
た
「
男
女
一
雇
用
機
会
均
等
法
」
は
、
九
七

一
」

諭
年
の
法
改
正
（
九
九
年
四
月
か
ら
施
行
）
で
、
①
募
集
、
採
用
、

柵
配
置
、
昇
進
に
つ
い
て
の
差
別
を
禁
止
規
定
と
し
、
②
是
正
勧
告

叩
に
従
わ
な
い
違
反
企
業
を
公
表
し
、
③
機
会
均
等
委
員
会
に
よ
る

Ⅷ
調
停
開
始
を
双
方
の
同
意
が
な
く
と
も
一
方
か
ら
の
申
請
で
で
き

一
る
よ
う
に
し
た
こ
と
な
ど
、
一
歩
前
進
し
た
。
し
か
し
企
業
の
意

〃
識
と
行
政
の
運
用
こ
そ
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て

肘
い
る
（
毎
曰
、
九
七
・
五
・
一
一
）
・

雛
今
回
の
政
府
報
告
で
は
、
法
制
審
議
会
が
「
民
法
の
一
部
を
改

珈
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
を
決
定
し
、
法
務
大
臣
に
答
申
し
た
改
正

回
の
方
向
と
し
て
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
（
規
約
一
一
一
一
一
条
関
係
）

４
 

第
と
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
等
差
別
的
取
扱
い
の
解
消
に
つ
い
て

鋤
（
規
約
一
一
六
条
関
係
）
報
告
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
国
会
に
提

蠣
出
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

際国

８ 

（
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
事
件
）
に
つ
い
て
、
政
府
報
告
は
簡
単
な
記

述
で
済
ま
し
て
お
り
、
被
害
者
に
は
人
権
擁
護
機
関
へ
の
相
談
を

呼
び
か
け
て
い
る
と
い
う
が
、
国
の
機
関
等
は
ほ
と
ん
ど
被
害
者

の
利
用
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
だ
い
い
ち
、
現

在
な
お
在
日
外
国
人
の
処
遇
に
関
す
る
窓
口
機
関
す
ら
わ
が
国
の

各
級
行
政
機
関
に
な
い
こ
と
が
、
人
権
政
策
自
体
の
重
大
な
欠
落

と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
先
進
的
な
地
方
自
治
体
、

例
え
ば
政
令
指
定
都
市
の
川
崎
市
で
国
籍
条
項
を
撤
廃
し
、
九
七

年
度
大
学
卒
職
員
採
用
試
験
で
韓
国
籍
、
朝
鮮
籍
の
男
女
計
三
人

を
合
格
さ
せ
る
な
ど
、
「
人
権
」
の
推
進
を
軸
足
に
自
ら
人
権
政
策

の
担
い
手
と
し
て
人
権
尊
重
の
ま
ち
作
り
を
進
め
て
い
る
（
神
奈

川
県
「
人
権
施
策
推
進
指
針
」
、
川
崎
市
「
外
国
人
市
民
代
表
者
会

議
」
条
例
、
東
京
都
「
国
際
化
大
綱
」
、
大
阪
府
「
在
曰
外
国
人
教

育
基
本
方
針
」
等
）
。

民
闘
連
全
国
代
表
者
会
議
は
、
八
八
年
一
○
月
、
前
示
の
い
わ

ゆ
る
「
補
償
人
権
法
」
を
提
起
し
て
い
る
。
本
旨
と
す
る
と
こ
ろ

は
歴
史
的
反
省
に
基
づ
く
戦
後
補
償
（
過
去
の
清
算
）
の
う
え
に
、

定
住
外
国
人
の
人
権
の
保
障
と
救
済
実
現
の
た
め
の
法
制
度
の
実

現
を
求
め
て
い
る
。
後
者
の
被
害
者
救
済
の
法
制
度
創
設
が
、
人

種
差
別
撤
廃
条
約
の
加
入
の
効
果
と
相
ま
っ
て
、
民
族
差
別
の
撤

廃
や
人
権
の
擁
護
・
救
済
に
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

⑤
障
害
者
差
別

障
害
者
施
策
の
基
本
法
と
し
て
、
九
三
年
一
二
月
、
「
障
害
者
基

本
法
」
が
成
立
し
た
が
、
わ
が
国
の
障
害
者
法
制
は
総
じ
て
障
害

者
の
人
権
確
立
と
社
会
的
差
別
の
禁
止
と
い
う
人
権
政
策
の
観
点

が
薄
弱
な
こ
と
、
施
策
の
企
画
、
立
案
等
に
当
た
る
当
事
者
の
参

画
が
十
分
で
な
い
こ
と
に
あ
る
、
と
識
者
は
い
う
。
要
す
る
に

こ
れ
ま
で
の
「
障
害
の
克
服
」
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
障
害
者
観

に
代
え
て
、
「
社
会
の
障
壁
除
去
」
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
立
法
政

策
の
確
立
に
軸
足
を
置
き
か
え
る
こ
と
で
あ
る
。

精
神
医
療
行
政
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
九
五
年
の
「
精

神
保
健
福
祉
法
」
に
至
る
累
次
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の

精
神
医
療
法
制
は
か
な
り
の
程
度
国
際
水
準
に
近
づ
い
た
が
、
九

五
年
二
一
月
、
国
。
総
務
庁
は
精
神
障
害
者
に
対
す
る
人
権
配
慮

の
状
況
に
つ
い
て
、
告
知
義
務
、
通
信
・
面
会
機
会
の
確
保
、
審

査
会
の
運
営
、
退
院
後
の
措
置
方
針
の
明
確
化
に
つ
き
多
く
の
改

善
点
を
勧
告
し
て
い
る
（
平
成
六
年
度
定
期
調
査
・
精
神
保
健
対

策
に
関
す
る
調
査
結
果
報
告
書
、
調
査
結
果
に
基
づ
く
勧
告
）
。
要

は
、
国
民
一
般
と
関
係
者
の
人
権
意
識
と
の
乖
離
を
ど
の
よ
う
に

埋
め
て
い
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

精
神
障
害
者
に
対
す
る
社
会
復
帰
・
福
祉
対
策
の
重
要
性
は
、

八
七
年
の
法
改
正
以
来
意
識
さ
れ
て
き
た
が
、
前
示
九
五
年
法
の

次
に
、
そ
の
大
半
が
海
外
出
稼
ぎ
と
し
て
曰
本
に
渡
っ
て
き
た

滞
日
外
国
人
（
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
）
の
問
題
も
他
の
人
権
問
題
に
多

く
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
結
婚
、
家
族
関
係
、
医
療
、
子

ど
も
の
無
国
籍
な
ど
内
部
の
実
態
は
複
雑
で
あ
る
が
、
定
住
化
も

進
ん
で
い
る
。
中
小
企
業
で
働
く
外
国
人
労
働
者
で
健
康
保
険
の

末
適
用
者
で
あ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
国
の
行
政
監
察
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
雇
用
管
理
の
改
善
指
導
の
徹
底
が
求
め

ら
れ
る
。
八
九
年
の
入
管
法
改
正
に
よ
っ
て
高
度
な
技
術
、
経
験

を
も
っ
た
も
の
を
受
け
入
れ
る
な
ど
基
準
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た

が
、
人
権
問
題
か
ら
み
る
と
「
単
純
労
働
者
」
と
の
間
に
格
差
を

付
け
る
点
で
、
む
し
ろ
改
悪
に
踏
み
込
ん
だ
印
象
を
免
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。

政
策
・
方
針
決
定
の
面
で
の
女
性
の
参
画
の
芳
し
く
な
い
状
況

が
容
易
に
改
善
さ
れ
な
い
。
女
性
の
衆
議
院
議
員
は
二
・
八
％
で
、

国
際
比
較
で
一
四
九
位
（
参
議
院
議
員
は
一
六
位
）
と
目
立
っ
て

低
い
（
毎
曰
九
五
・
三
・
一
一
八
）
。
男
女
差
別
が
最
後
ま
で
つ
き
ま

と
う
の
は
仕
事
の
場
で
あ
る
。
働
く
女
性
は
五
九
二
万
人
、
全
体

の
四
割
を
占
め
今
や
基
幹
的
労
働
力
化
し
て
い
る
の
に
、
結
婚
、

若
年
定
年
、
出
産
に
よ
る
退
職
制
を
慣
行
化
し
て
い
る
企
業
は
ま

だ
ま
だ
多
い
。

(4) 

女
性
差
別






